2010年7月6日

≪制御設計≫
職務経歴書

氏名　○○　○○
【職務略歴】

※１
【職務経歴詳細】

■新電気株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19xx年4月～現在　 

事業内容：車載機器、電子部品などの開発、製造　　資本金：△△億円　　従業員数：７００名

本社：○○市　　※２
●19xx年4月 入社　オーディオ事業部に配属 

●19xx年3月 車載システム事業部 配属 　現在に至る

■職務内容
	開発期間
	開発プロジェクト
	担当業務
	開発環境

	19xx年４月 

～19xx年8月
	◎家庭用オーディオ通信機器の開発
	①TS入力からSI(サービスインフォメーション)データ(EIT、SDT等)の取得及び情報解析部のプログラム設計、実装を行う。
②字幕データの取得及び解析、画面表示部のプログラム設計、実装。

■詳細設計～コーディングを担当　※４
	※３

ﾒﾝﾊﾞｰ数：10名(SW7、HW3) 

ﾀｰｹﾞｯﾄHW：SH-2 

開発言語：C 

ｺﾝﾊﾟｲﾗ：gcc 

OS：μITRON準拠 

ツール：日立純正ICE

	19xx年9月 

～19xx年4月
	◎IEEE1394対応STBの開発
	①MPEGデコーダ制御部のプログラム設計、実装を行う。

②IEEE1394ICとの通信制御(シリアル) 
■詳細設計～コーディングを担当
	ﾒﾝﾊﾞｰ数：10名(SW8、HW2) 

ﾀｰｹﾞｯﾄHW：SH2 

開発言語：C 

ｺﾝﾊﾟｲﾗ：gcc 

OS：μITRON準拠 

ツール：日立純正ICE

	19xx年5月 

～19xx年7月
	◎液晶TVの開発
	①ハードウェア制御ソフトウェア(シリアル、パラレル通信制御部) 

②UI制御ソフトウェア(リモコン、画面表示制御) 

■詳細設計～コーディングを担当
	ﾒﾝﾊﾞｰ数：4名(SW3、HW1) 
ﾀｰｹﾞｯﾄHW：M16C 

開発言語：C 

ｺﾝﾊﾟｲﾗ：NC30 

OS：μITRON準拠 

ツール：日立純正ICE

	20xx年8月 

～現在
	◎液晶プロジェクターの開発
	①仕様作成 

②組み込みOSのポーティング 

③各種デバイスドライバ実装 

③外注先進捗管理、社外交渉(Linux、無線LAN IEEE802.11bドライバのベンダーなど) 

④ファームウェア全般管理 

⑤ネットワーク部アプリケーション設計､

実装
	ﾒﾝﾊﾞｰ数：15名 

(SW11、CODEC4) 

※SWチームリーダー ※５
ﾀｰｹﾞｯﾄHW：SH3 

開発言語：C、AWK、C++ 

ｺﾝﾊﾟｲﾗ：gcc、Visual C++ 

OS：Linux、Windows(98以降) 

ツール：CVS、MS Project


【自己ＰＲ】

 新電気株式会社においては、業務当初から大規模なソフトウェア設計の開発に関わらせてもらいました。初めての組み込みOSを用いて、基本設計、詳細設計、コーディング、デバックと、一連のソフトウェア開発を経験しました。続くIEEE1394対応STB開発のときは、同じIC、OSを使うということもあり、ビデオ・オーディオのMPEG制御の設計をさせてもらいました。 

また、システム全体を見回しながら設計をしていきたいという思いで、液晶TV開発においては、ドライバ部分からUIに関わるアプリケーション(画面表示)まで、詳細設計からコーディング、デバッグ

と一人で経験させてもらいました。 

このように、経験を積み重ねながらスキルアップを実現してきました。現在では、チームリーダーと

してマネージメントを行う難しさとやりがいも感じております。今後、新しいフィールドでさらなる研

鑚を積んでいきたいと考えております。※６
※１　職務略歴は簡単に５～７行を目安に書くことをお勧めします。職務経歴が少なく書かなくとも分かりそうな場合は省略してＯＫ。職務略歴は詳細の説明を始める前に読む人に心の準備をさせるとともにぼんやりとした自分のイメージを持ってもらうという目的があります。ここでうまくイメージを待たせることができれば、次からの詳細説明の内容が伝わりやすくなります。
※２　会社の概要はできるだけ記載しましょう。会社の規模や、業界、事業内容は仕事のレベルを図るバロメーターとして使われたりします。また、たとえ小さな会社であっても、書くことで、同様の会社からは親近感を持たれ、大企業からは小回りが利きそうなマルチスキルな人材として期待されます。

※３　メンバー数や役割を明記します。あなたのスキルアップを示す内容です。

※４　携わった工程の詳細を記載します。

※５　マネジメントの経験がある場合は、部下の人数などを記載しても良いでしょう。
※６　自己ＰＲは具体的な実績をもとに自分の強みを客観的に表現し、次なる企業へ貢献していくことの想いを伝えるような内容（「○○の分野で御社の発展に貢献できる」等）にすることがベストです。文例はあまり良くない自己ＰＲの締めになっていますが、どう貢献したら良いかわからない場合、「○○していきたい」という表現もやむを得ません。
